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…夏越の祓えとは一年の半分を迎えた感謝の意

そして残り半分を元氣で乗り切るため、

降魔の力があるとされている

茅 (かや)をくぐることで心身の楔をするイベントです。

茅で編まれた輸をくぐる行為は胎内くぐりとして

また新たに生まれ変わつていく。

本来は旧暦 6/30に行われるこの行事。

晦の日に楔する、

そして朔日新月を迎える自然との添い方に

とても趣深さが感じられますね。

ちなみに茅は秋の季語。

夏の終わりと、

秋のはじまりを知らせてくれているようです。。。
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WHATIS T=ME??

【未の刻】

一日でいうと、13～ 15時です。

午後もワクワク

楽しく過ごしましょう :メェ～

水が無いなんて変なの～ 1と思つたことしばしば。

が、調べてみると意味としては「の」にあたる、

つまり「水無月=水の月」だそうな。旧暦 10月の囀卿月も「神の月」と

読めば農事の収穫を祝う季節にはしつくりきます。

梅雨は、梅の実が熟す頃という説がある他徴菌が繁殖しやすい季節なの

徽雨→梅雨になったとも。徹菌の繁殖は、食中毒の原因にもなります
|

梅は、薬膳的には 【渋腸止潟】で腸の機能を回復させて、

下痢を止めてくれます。梅はその日の難逃れ・・・

今月も元氣で楽しく過ごせますように。

これは丑の日に「う」のつくものを食べると夏負けしない

という風習から、鰻 。梅・瓜・うどんなどが食べられました。

ではなぜ丑の日だつたのか ?

陰陽五行的に見てみると旧暦六月は「未」月です。

この晩夏の暑さをなんとか和らげたい、と考えたとき

その対極に位置する干支が「Il」 になります。

この関係を r沖 (チュゥ)」 と言つて

お互いが剋し合つて、力が弱くなる間柄です。

そのため「丑」という日を意識することで

暑さを中和し、乗り切っていきたいという先人の

思惑が見え隠れするような。

真偽はわかりませんが、そんな想いを垣問見た瞬間

その様式美に感動したりする今日この頃です。美しい。。。

疫病退散こんちきちん

京都の夏といえば祗園祭。

白河は皇が

「賀茂河の水、双六の賓、山法師、是でわが心にかなわぬもの」と

読んだように頭を悩ませ続けたのが鴨川の洪水。

氾濫が起こると、そのあと流行るのが疫病。

その疫病退散を願うお祭りとして行われたのが

r祗園御霊会」の始まりでした。

京都は高温多湿な地域でもあり、

昔などは夏場特に食中毒などや伝染病なども

菫延しやすい時期でもあつたことだと思います。

そんなときにダメージを受けやすい臓腑といえば胸胃。

この時期夏バテで食べれない、という方もいらつしゃるかと思います。

「食べれない」というのは牌胃の不調を示すサイン。

「食べないと元氣は出ない」という思いが強い方もおられますが

一～二食抜くことで、胃腸の負担が軽減されて元気になるケースもあります。

だからちょつと食欲ないな、という時は

無理して食べなくてよいと推拿的には思います。

後の祭りとならぬよう、カラダの声に耳を澄ませ

早めにケアしたいものですね。
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土用の量の日

土用の丑の日に鰻を食べる。 7ィ
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水無月のお野菜「ズッキー
=J

ズッキーニってウリ科カボチャ属って知ってました ?

きゆうりつぱいですが、実はペポカボチャ (日本ではおもちゃかばちゃ)の仲間なんだそうで。

現在のズッキーニはイタリアなどの地中海ものが多く「グリーントスカナ」「ロマネスコ」などの

名がみられます。

* 選び方のポイント *

太過ぎず、皮に八りとツヤがあってなめらかなものだそうで

2009く らいのものがオススメだそうです。

保存方法は、古くなると実がスカスカになるそうで買つてきたら新聞紙かビニール袋に入れて

冷蔵庫に入れて保存で、4～5曰 くらいまでです。

* 葬g功  *

カロテンやビタミンCが豊富で風邪や美肌などにオススメ。

またオリープオイリレなどの油と相性がよく一緒に食べるとカロテンの吸収率も一段とアップします。

旬は 7月いつぱいくらいまでだそうです。ウリ科の食材 (きゅうり。ゴーヤ・セロリなど)は

熱を冷ましてくれる働きがあるので暑い夏にはとてもありがたしヽ食材ですね。

* 属性 *

寒熱 :寒  臓腑 :牌・腎  五味 :甘

示都二条にあるお野菜専Pi店のマルシェノグチさんとフードコーディネータの Shihoさんが

毎月開催されてらつしゃる 831暦に参加し、参考にさせていただきました。

美味しく食べて、ためになつて。とてもステキなお野菜講座です。

ご興味のある方はぜひ !マルシェノグチ HP(http:〃 www.maruche― noguchi.jp/)
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推拿では、日は胃そのもの。

口周りの吹き出物・湿疹などがでたら

胃のご機嫌を伺いながら

メンテナンスに努めましょう。

日日是好日 by.mu

Haw苗 で最も大きな島「BIc lsLAND」 へ行つてきました。島の真

ん中にマウナケア、マウナロアという大きな山があり、島の形に

添つて広がるノヽイウェイを溶岩と海、ナッツや椰子やノυくイヤの木、

馬や牛や山羊を横目にドライプ。マウナロアからの夕陽と星は圧巻

でした。天の川つて本当にあるんですね。満天の星空の下、ポリネ

シア人がスターナビゲーションを使つてノヽワイ島を発見した話を聴

きながら、時折流れ星に八ッとしながら、36Cl度、星空と溶岩と山

しかない閣の世界を体験。念願のホノカアヘも行つて来ました。あ

の映画館はまだ現役ですつて。マラサダはふんわりもっちりとても

美味しかつたです。ガイドさんもウミガメも天候もホテルもラッ

キーなこといつぱいのローカリレな旅でした♪続きはblogで (予定)

ゆらねの主な予定

7月 18日 (土)暦とカラダのお話会@マルシェノグチさん (京都二条)

7月 24日 (金)ジャズダンスレッスン

7月 25日 (土)ギター教室

8月 15日 (土)ゆらパー

9月 15日 (火)芳香推拿研究会

* 夏の養生ワークショップ

朝の部 :第 2・ 4木曜 10:30～ 11:30

夜の都 :第 2・ 4火曜 18:30～ 19:30

* ERIOのカード会

毎週土曜 18時頃より

味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください。

詳しくは・・・htpl〃 www.vurane― seital・com/

【発行人】

ゆらね推事担当 三木哲哉

京都伏見で推拿とレイキのスクールとサロンをしています。

陰陽五行の自然観を学びながら、整体や養生のことを楽しくマジメに伝えてます。

出張してのワークショップ・イベント・お話し会・施術なども開催。

みんなで楽しい場が作れたらうれしいです。新しいご縁、お待ちしています。

ご予約・お問い合わせは、 tetsuya.mkoyurane― seitai,comま で

【編集部】

ゆらねスタッフ mu‐ran

推拿・レイキ 。ごはん :珈琲・お風呂 睡眠 (*′ ▽ ホ`
)☆ ′

夜スイナ@ゆらね 18:00～ L.0.21100

twitter Omimlosumaseva

b109 http:〃 muran193.blog.fc2.com/

mam mu‐ ran1930hotma‖ .α》Jp

～編集後記～

祗園祭真つ只中 !

約爛豪華な山鉾もいいですが

僕のおススメは「南観音山のあばれ観音J

去年偶然出くわしたのですが

なかなかの奇祭つぶりで、チョー楽しいです。

今年は 7月 23日の深夜だつたかな ?

タイミングが合えばぜひ !:  三木

れいの三二九度、打掛を着ていて腕が上がらず   9 9
杯が口に届かずあわあわしました。

何はともあれ、無事八レの日を迎えることができました。mu

☆ 次号は8月 14日に発行します。お楽しみに～♪


